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昭和61年 度卒業の皆 さん、おあで とうございます。今
回 は124名 の方 を送 りだすことがで きま した。教職員に と
つ てもこの上 ない喜 びで あり、御家族 ほか関係の方々 と
共に心か らお祝いいた します。
9回 生 の皆 さんは、 クラス定員が120名 になってか ら
3回 目の卒業 に当 ります。開学15年 まだ歴史の浅い本学
にとって、1年 ごとの新卒業生の社会参加がどんなに待
ち遠 しいことで しよ うか。皆 さんを迎 えて同 窓会員 は
897名 を数 えることになります。来年度 には千名 を超 す
ことになりま しょう。
先輩卒業生諸氏の働 きが蓄積 されて、旭川 医大の卒業
生は、 よく基礎学力を備 え、若々しく、純真 であるとい
うよ うな評価 がで きつっ あるよ うであ ります。この伝統
の芽を育て、や がて旭川の自然のよ うに気宇 の大 きな人
物 に成長 されることを願 ってお ります。
学生の時 は、医学 の先人達 の知的遺産の精髄 を、学 問
と して整合性のある、一種の濃縮 された知識 として受 け
と り、それを各人な りのや り方で咀嚇消化 して きたわけ
で あります。 これか らは医の第一線に立っ ものとして、
なまの事実 と直接取 り組 まねばならないのであ ります。
個 々の情報の洪 水のなかで判断 を要求 されることになる
のです。 事実の単 なる論理判断 だけでなく、生命活動に
結 びついた価値判断の世界に踏み込むのであ ります。事
実 なのか偽 りなのかばかりでな く、善 か悪か、正 か誤か
の判断を迫 られ る1]常 となるのであ ります。
しかし6年 以r.の 学園での勉強 と友情の交わ りの なか
で、皆 さんが獲得 したものを思 えば、これは根本的 には
そ う難 しいことではないと考えてい ます。その為 に準備
して きたのですU持 つ ている力を惜 しみ なく発揮 されれ
ばいいのであ ります。
今の社会は、技術社会、情報社会と要約できましょうが、
軽薄短小で変化の速 い社会であ ります。身近 な医の最新
技術の応用についても、社会一般 の同意 に達 してい ない
ものがあります。在来 の価値観では処理 しきれない こと
がでてきます。死の判定、臓 嵜移植、人工受精等々の領
域でバイオエシックスの議論がやかま しいこの頃ですU
これ らは しか し、時代の現 象で 、いずれ方向づ けられる
ことで しよ う。それよりも日常平凡 な仕事の なかに問題
はあるのです。生 の問題 は ・っずっ その事例 ごとに対応
すぺ きものであ るからです。
そのための判断の目を養 うには、人それ ぞれのや り方
しかないことで ありますが、おせっかいかも知 れません
が二 、三述ぺ させて頂 くと、一つには友達ことに向窓の友、
先輩後輩との交わりから得るものがあると思います。 また
つ には、選んだ専門の修錬 を通 して、専門を深め るこ
とによって物 が見 えてきます。専門職 の意味は、社会的
責任 を分担 しているということであります。 専門 に閉 じ
こもらず、変化 してゆ く流のなかで広い視野 をもってい
てこそ專門家の任 を果 たすことがで きま しよう。
さらに一つ、古典 を読むことを特 におすすめ したいと
思 います。忙 しい高度 に技術的 な社会にいればいるほど、
時空 を超 えて伝 えられてきた占典籍は人生の最奥の もの
への示唆を与 えて くれることを経験 します。 日常の なか
で落付いた心 を保っ ことがで きます。これは古来の賢人
先人によって奨め られて きたところであり、例 えばW.
オスラーの本 には医学徒のた めの枕 頭 の書 の 目録 が あ
げ られていることを御存知の人 もあると思 います。 もち
ろん古典といえど、時代の影響下 にで きた もので、それ
ぞれ特色 と片寄 りがあり、一字一句撃撃服膚するとい う
読み方 を奨 めているのではあ りません。 自由な読み方で
いいのです。
わた したちは、そん な風に して、あ らゆる事 象を通 し
て互の連 繋の あることに気付 き、人生観 とか世界観 とか
い うものが、生涯をかけて形成 されて くるのであると眉、
います。
論譜 にも、ヘブ ライの文書 にも、聖書 にも、人との付
合い方 にっいて)L・通の箴言があります。 「己の欲せ ざる
所 を人 に施 す勿れJ「 人 に してほ しいとあなたがたの望
むことを人にもそのお りにせよ」とあります。西欧社会
では18世紀頃 からこの一・句を黄金律(英:goldenrule)
と呼ぶよ うになって今 日にいたって います。医療技術 を
支える思 想はこんなところにあるのではないで しようか。
新卒業の皆 さん、医師人口の 多寡 などに捉われること
はありません。皆 さんの前には、あなたの態度に応 じて
い くらでも広 がり深 くなる世 界が待 っています。











卒 業 生 を 送 る
◇祝御卒業
九期生の皆 さh,御 卒業おめで とう。
六年聞の在学中、陰 に陽に皆さんを支 えてこられ、卒
業 を待望 しておられた御家族 の方々のお喜びと将来 にか
ける期待の大 きさには計 り知 れないものがあると思 いま
す。また、社会が、大学が、卒後の皆 さんを常 に見守 っ
てお り、一人一人が診療 に研究 に輝 かしい成果 をあげて
くれることを願 っています。
在学中は講義、実習、試験 などの繰 り返 しで したから、
皆 さんとしては、も うこの辺 りで学生生活 を締め くくり
たいと思ったことで しょうし、私白身 も、学生時代 を思
い起 こしてみ ると同 じよ うな心境で卒業を迎 えたよ うな
気が します。 しか し、卒業と同時 に、臨床家 あるいは基
礎医学の研究者と して、与 えられる仕事の責任 の重 さを
痛感 させ られるに違 いあ りません。学生時代 ならば通用
したはずの ある種の甘 えが、 これからは容認 されなくな
ります し、医療 上の どんな責任も医師と しての自分が一
人で負 うべ きもので、ほかの誰かがその責任 を分担 して
くれるなどとい うことはあり得ません。 そ して、 日進 月
歩の医学の進 歩に後れを取 らぬよ う学 習を怠 る訳 にい き
ません。医学、医療 を志す とい うことは、滅 多に息抜 き
がで きそ うもない人生 を甘受することであると覚悟 を決
めた方がよいのかも知 れません。 自らの意志 で医学 部を
選択 した皆 さんですか ら、このよ うなことはすで に ト分
心得ておられると思 いますが、卒業にあたって、医師 と





「研究 は診療の姿 を正す」 とかいう言葉は
、 これまで に
幾度となく聞 かされたことで しょう。私 も全 くこの言葉
の通 りであると信 じています。H常 の診療 を通 じてさま
ざまな疑問や未知の事柄に遭遇 し、病者のためにそれ を
一つで も二つでも自分で解明 してみたいと思 う所 から研
究が始 まります。い うまで もなく、現代の医学は先達 の
そのようなヒューマニ ズムと旺盛な探究心の所産 を礎 と
して成 り立 っているのですから、私達 もその延長線上で
努力すべ きだ と思 います。診療 と研究 を両立 させるには、
時間的にも肉体的 にも相 当な負担がかか りますが、医帥
としての道 を歩 き始めた以F:、 私達は まさに 「やる しか
ない」 という訳です。皆 さんの若い頭脳 と恵 まれた体 力
は、研究 を行 うのにきわめて有利 な條件ですから、それ
宮 岸 勉
を効率よ く働 かせ、研究活動 を介 して臨床家 としての強
靱 なバ ックボー ンをはぐくんで ほ しいと思 います。社会
もそのよ うな医師が多数育つことを期待 してい るはずで
す。
◇社会生活のルール
時折思 うことは、私達 は、医師で ある前 にまず組織社
会の一員 と して広 い意味 でのルールをわ きまえなければ
ならないということです。市中の病院であれ大学の研究
室であれ、 それぞれが一っ の組織社会ですから、そこに
はおのず から守るべ きルールがあるのは当然の ことです。
思いやりも協調性 も忍耐 も礼節 も、その どれをおろそか
にしても白分の活動空間 を狭めて しまいます し、当然、
仕 事を してい く上で支障 もでて きます。組織社 会を生 き
るとい うことは、 それな りの努力 と工夫 を要することで
すが、一例 として、職場で管理職 にある一人の女性 が書
いた文章のあらま しを紹介 してお きま しょう。
「組織において自己主張が強 す ぎると受 け止めてもら
えな くなります。組織では、余程 のことがない限 り実力
があって もその人の存在が どうしても必要であ ることは
ほとん どな く、その人がいなければ潰れるようでは組織
とはいえないのです。歯車の…っで しかない個 人の存在
は、 きしみを出す とす ぐに取 り換 えられて しまいます。
いちいち文句 を言ったりっっかかった りす る人は、仮に
仕事がで きても見向 きをされなくなります。そ うなれば、
その人はそれでお しまいです」、 そして 「例 えば、いわ
れた ことを優れた出来栄 えで仕r.げ れば、 それは立派な
自己主張 になり、その主張 は組織の中で必ず認められ る
で し よう。」
このよ うな考え方は、単 に 「長 い物(組 織社会)に は
巻かれろ」 とい うよ うな妥協的 な考 え方 とは異なるもの
で、組織社会の人間関係 を円滑 に保 ちながら優 れた仕事
をする上で必要 な大人の知恵の一っ を示 していると思 う
のです。 自己主張 とはど ういうことかを知 ってお くこと
は、組織化 されてい る社会の中で自分の能 力を遺憾 なく
発揮 するためにきわめて大切 なこ とです。
明 日に向けて限 りない可能性 を秘 めた皆 さんの前途 を
心 か ら祝福 して筆 をお きます。
御 寧業、本当 におめで とう。
(第6学 年学年担当 精神医学 講座 教授)
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岡 井 隆 広
入学 前、旭川 は日本 一寒 い所で、




しか しい ざ旭川に来 て、確 かに し
ばれる寒 さであったが、純 白で きらきら輝 く雪、そ して
その中に一際高 くそびえ立つ白亜 の旭川医大 を見て、こ
れ が瞳れの大学 だ。 よし頑張 るぞ。 と自分の胸 に手を当
て、希望 に満 ちあふ れていた頃 から既 に6年 が経 とうと
している。
当時、大学の講義 、自炊生活 、コ ンパ、旅行等々体験
す ること全てが新鮮で、 さらに大学生 なのだから何 もか
も自分の意志で物 を考え、行動で きる。 しか し自分で行
ったことは自分で責任 を取 らねばならない。 と解放感と
共 にちょっ と不安 を感 じるス ター トだった。
そもそも大学 とは自由な雰囲気で、試験 も高校のよ う
に大変で ないと予想 していた自分 は、 うちの大学の試験
が こんなに厳 しいとは夢 にも思 わなかった。たとえ授業
を真面 目に聞 き、 ノー トを取 り、 きちんと試験勉強 をし
て も、ほんのちょっとの試験前 日の勉強具合、当日の体
調 とかで結 果の良否が変わって くるし、一緒 に勉強 して
きた友人 と、試験の結 果によっては学年 とい う隔たりが
で きることもあるとい うことで、試験 とは非常 に冷酷で
無情で あると憎みつつ、毎年試験 の月 になると焦 りとあ
る種 の恐怖 を感 じず にはいられ なかった。
ところが私 はポリクリを同 り、初めて試験の意味 とい
うか必要性 を身を持 って理解で きたような気 がす る。外
来 とかで患者 さんを問診する時、患者 さんの病気 を治 し
て欲 しいという気持 ちはよ くわかる。 いかに辛 いかもよ
くわかる。何 とか して あげたいと思 う。 が、一体 この患
者 さんはど うい う種類の病気で 、これからどうい う検査
を して、ど うい う治療 をすればいいのか。予後 はどうか。
それらが全 く見当 もつ かなければ、医師 と患者 のお互い
の気持 ちが通 じないとい うこと、思いや り、温 かい気持
ちは当然必要だが、それだけで患者 さんに安心感 、信頼
感 を持 たせるの には限界があ ること、つ まり患者 さんの
病気 を医学的に ト分把握 した上で患者 さんと接 すること
により、初めて医師患者間の信頼関係 が生 まれて くるの
で はないかとい うことである。その為に'f=生時代 にで き
るだけ知識 をつ ける努力 をしなければ ならず、そ して押
し付 けられるよ うで 自主的では ないが、普段勉強 しなか
った私 にとって その知識 をっ ける機会が試験勉強 である
と考 えるよ うになった。
話は変 わるが、私はスキー部 に人 りクロスカン トリー
スキーをやった。スキー部は部員70人 と人数の 多いクラ
ブで、私 はこの クラブで数知 れない貴重 な経験 を積むこ
とがで きた。
クロスカ ントリーのイメージと して鼻水、よだれを垂
らし、 とても苦 しい……。あま り良い印象 を持 たれてい
ない。確 かに滑 っていると辛い。 たまに低血糖発作 を起
こし、目の前が暗 くなる。 しか し思 い思 いのス ピー ドで
人自然 を満喫 しながら自分の力でゴールをめざす。滑っ
ていると普段の フラス トレーションも吹 き飛ぶ し、何 と
い っても50㎞ とか長距離 を滑 り終 わった後 、や ったぞ!
とこの感激、満足感、充実感、勝敗はど うであれこの気
分は最高で あった。 これがあるか らこそ滑 って いる最中
は苦 しく、 もう絶対やめよ う。 と思って も、 しばらく経
つ と又滑 って しま う。
又スキーを通 じ、同 じスキー を愛する者 として クラブ
員のみならず、多数の先生方、 さらに一般のスキーヤー
とのつながりがで きた こと。クラブ活動で将来医師と し
て必要な連帯感、人の気持 ちを理解 し思 いやることを学
ぶことがで きた。
旭川は全国的 にも有名 な自然 に恵 まれているが、意 外
と大学のす ぐそば にも美 しい自然 がある。昼休 みや放課
後、空港 に向 かって ジョギングす ると、春 には雪解 けの
中ひばりがピーピー鳴 いていた り、新緑の牧場 で牛が草
を食ぺていた り、神楽岡公園の緑 も忠別川の流 れも、見
る度行 く度に心 が洗われて澄んで くるようで あった。
このよ うな美 しい自然 、そ して情熱 を持 って教えて下
さった先生方、親身になってお世 話 して くれた職員の方
々、そ して既に卒業 なさった先輩 方、一緒 に勉強 し語 り
合 った6年 生、僕 たちを応援 して くれた後輩 たち、この
ように恵 まれた環境の中で6年 間過ごせて、最高の大学
生活であった。これからも母校旭川医大の発展 を祈 りつ
つ、 この有意義 な大学生活 を青春の1ペ ー ジと して一生
の思い出としたい。








中学2年 の秋 、淡い恋心 を抱いていた人が病没 しま し
た。それから4年 あまり後、 「絶対落 ちるから、受 ける
だけでも受 けさせて」 と母の反対 を押 し切って旭医を受
験 した私 は、思 わず合格 して しまったので した。 そして
私の旭川 での生活 が始 まりました。





予 想 が み ご とに はず れ た の は い うまで もあ り ませ ん 。 そ
の中 で も一 番個 性 的 だ ったの が、前 年 に人 学 して1年 間
1年 生 を練 習 して いた能 登 の 坊 主、S氏 で した。 彼 は そ
の後 や っ ち ゃん の よ うに学 生 課 に幅 を きかせ 、学 友 会 の
予算 を自由 自在 に操 る恐 るぺ き存在 に成 り上 が った の で
したu
初 め ての 講義 のHか ら煙 草 をふ か し(今 は禁 煙 して い
ます 、並 木 先生)、S氏 の権 力 をか さに きて 番 をは って
い た私 で した が 、S氏 と同 様 に勉 強 は苦fで した。 それ
で も3年 生 の 某 日 には 、細 菌 学 の試験 に備 えて徹 夜 で が
ん ば った もの で した 。 しか し、意 気揚 々 と登 校 した 私 を
襲 った の は無 気味 な胸 騒 ぎ… … 念の た め掲 示板 を見 にい
くと何 と!そ のHの 試験 は 寄 生虫 学 だ った の です,,も
し早め に登校 してい なけ れ ば、 今の 私 は なか ったで し ょ
う。 正味1時 間程 度 の勉 強 で とお って しま うとい う奇跡
は その後 、5年 生 の 整形 外科 学 で も起 こ りま した、,それ
か らは 、3度 目 の正 直 で本 当 に落 ち る と大変 困 るの で 、
試 して い ませ ん 。 ち なみ に それ だ けが ん ば った細 菌学 は
落 ち ま した。 そ して3年 生 で の再 試 の数 は こむ っ」'に
な って い ま した。 しか し私 は そ こで も、不 死 鳥 の よ うに
蘇 った ので す,,む っっ の再 試 を乗 り切 り無 事4年 生 にな
っ た 日、身体 中 に朝 日 を浴 び なが ら私 は思 い ま した 。
こも う私 の 行 く手 をは ば む もの は何 もな い二 と
、,それ は
正解 で した。5年 生 の魔 の3週 間試験 で は、 誰 もが信 じ
られ ない(本 人で さ え)こ 無 再 試う をや って の けた ので
す。 その時 私 は 再試仲 間 の ヒー ロー 、 い や ヒロ イ ンに な
ってい ま した 。 一部 で は 鴻 年生 の時 、再 試打 ちILめ に
な った んだ多 とい う意 見 も あ り ま した が。
とい うこ とで 、勉強 の話 は これ くらい に して お き ま し
ょ う。 グ ル カゴ ンとガ ス トリ ンの区 別 が今 だ につ か ない
とか、悪 性黒 色 腫 とmalignantmelanomaが 同 じもの だ
とい うこ と に、皮 膚科 学 の卒 試 当 日の朝 初 め て気 が つ い
た とか 、 そ うい うPflは山 ほ ど あ るけ ど恥 か しい か らお い
といて と。
この6年 の 間 に、 大学 の ま わ りもず いぶ ん 賑や かに な
りま した。 高校 、団地 、店 、 家 々な ど、 いつ の間 にかふ
えてい た建物 の よ うに、私 の まわ りに も いい 友 人が 沢山
で きて い ま した。 勉強 会 の仲 間 は、 そ の 中で一 番 出来 が
悪 くて かつ わ が ま ま とい う、 しよ うもな い私 を見捨 て ず
に 力 を貸 して くれた し、 ポ リ ク リの グル ープ の 人達 は 、
熱 を出 しが ちだ った時 も、 いや な顔 ひ とっ せ ず に穴 を埋
め て くれ ま した。 その他 に も こあ りが と う二 や こごめ ん
な さい多 を言 い た い人達 は まだ まだ沢 山 い ます。6年 間
で得 た最 も大 きな もの が 、 これ らの 友達 だ とい え るで し
ょ う。 「み ん な 、今 まで あ りが と う。 こ れか らも よろ し
くね!」
文章 が ク ラ イマ ッ クス の盛 りr.が りを みせ て しまい ま
したが 、 も う少 し続 き ます、,さて、得 た もの が あれ ば 当
然 失 なっ た もの もあ り ます,,そ の中 で最 も残 念 なの は 、
何 を隠 そ うあ の こユ ッケ ジ ャ/な の です 。 今 か ら考 え
ると 、激 辛 ブ ー ムの始 ま るず っ と前 か ら、旭 医 生 や旭 東
生 は流 行 を先 ど り して い たの で した、,軟弱 な私 は いつ も
ごは んだ け で お なか が い っぱ い に なっ て し まい 、ス ー プ
まで 残 さず飲 んだ こ とが な いの で す。 今 、 そ れ が心 残 り
で な りませ ん。 あの お じさん は 、 今 も ど こかで あの ユ ッ
ケ ジャ ン をつ くって い るの で しょ うか。
さて唐 突 に終 章 で す。 聞 も な く遅 い雪 どけ と と もに初
々 しい新 入生 が人 学 し、 この地 で 青春 を過 ごすの で しょ
う、,この 大学 で 学 ぶ 人 、教 え る人 、働 く人 一 この 大学 に
集 うす ぺ て の 人 々がtiせ に な り ます よ うに、 大雪 山 の 自
い峰 に祈 りな が ら、私 は巣LZっ て い きます 。 乱文 失 ネし,
卒 業 に あ た っ て
原 田 龍 一
10年間の私 の大学生活 が漸 くそ
の幕 を閉 じる。 その10年 の うち旭
川で暮 らした6年 間は、今思 うに
・瞬の出米事であったかの よ うで
6多 蹴 誘葉舗 灘 識
んど全てを費 した この大学峙代 が自分 にとって本当に価
値の あったものかど うかは まだわからないが、今もまだ
彷復の中にいる私にはこの卒業 が 一つの転機 になって く
れるのではないか と、 ささやかな期待 を抱 いている。
横浜での4年 間の人学生活 に自 ら終 止符 を打 ち旭川へ
来た時は、全ての もの が輝いて見えた。一度は諦めた医
師への道 を歩み直すことがで きた私 には、 かつては講義
に出席するよ りも喫茶店や雀荘 にいることの方が多かっ
たよ うな一般教養の講義 も、そ して以前の 自分の専門だ
った化学の講義 さえも新鮮に思 えた。横浜の大学で は、
試験の峙 に答 えが皆 目わからず、解答用紙 に星飛雄馬の
似顔絵 など描 いていた私 とは別 人のごとくであった。 そ
んな私が周 りの人の目には優等生 とで も映 ったのだろ う
か、よくノー トを貸 したり質問を受 けた りもした。
しかし輝 くものは必ず色槌 せる。 それは私 が人 に優等
生 と思 われるとい う、人生初の快挙 に少々浮 かれ、自 ら
優等生 を演 じ始めたためで もあろ うが、私 の学んで きた
医学 が、人を対象 としていなが らも極めて自然科学的 な
性格の強い学問であることに も無関係ではないだ ろう。
医学の情報量 は膨 大で あるnし か しその 多くは"病 気"
とい う、本来形のないものにつ いての情報 であり、学生
時代 にはその情報は、実際の対 象である"患 者 さん"か
ら明 らかに切り離 された形で我 々に提供 される。医学教
育の中で両者を一体化 して学 ぶ場 として設 け られている
のが臨床実習 なので あろうが、皮 肉なことに私 が その両
者の隔た りを実感 したのは、この臨床実習だった。甚だ
不僅慎 なことではあるが、私 の目には患者 さんが教科 書





かのよ うに映 って しまったことさえある。又外科手術の
際 には、大 きく開 かれた腹 部を見ながら、そこに局所解
剖学や手術 手技の図譜のみを投影 してい る自分 にハ ッと
し、患者 さんの顔 を背伸び して見つつ、 それが模型の胃
などではない とい う当た り前のことを確認 したこともあ
った。
言 うまで もなく医学の進 歩は日覚 ましく、疾患 を細胞
レベルで 考える時代 から、分子 レベル、遺伝f一レベルで
考 える峙代 に入って久 しい。 しかしその源泉を辿れば、
そこにあるのはその病気 を患った患者 さんなので あり、
その連続的 な延長線上 に病態生理 や病因論はある筈であ
る。 しか し私の頭 の中では、いつ しか"病 気"は"患 者
さん"か ら離れて一 人歩 きを始め、国家試験 の勉強 に追
われる今で は、医学知識は ・人歩 きどころか一っの受験
テ クニ ックにす ぎな くなりつつある。
その ジレンマ に悩 み始めた頃から輝 きはすっかり色腿
せ出 した。それを日本の医学教育 とか国家試験制度のせ
い にす るつ もりは ない。ただ、それが美徳であるかのご
とく講義 に出席 し、 ノー トを綺麗 に取 り、単に"病 気"
の勉強だ けを して きた私 は、何 か勘違 いをしていた気が
して ならない。与 えられす ぎる環 境の中で、それに馴化
しつつ優等生 を濱 じて来 た私 は、 いっの間 にかそれ らの
錯覚の中に陥 り、更 に"患 者 さん は病める人で あり、自
分 は健康人である"と い う意識の中で医療 を考 えるよ う
になっていたのかも しれ ない。
4月 の国家試験 に合格すれば、私 も晴れて医師の仲間
入 りである。医師 として スター トする上で各人 が心に描
く理想像 は人それぞれ違 うだろ う。私は錯覚の中で もが
いている うちに自分の中でで き上 がって しまった、"病
気"と"患 者 さん"と の問のギャ ップを、少 しずつ、そ
してゆっ くり埋めてゆきたいと思 っている。星 飛雄馬を
描 いていた頃の私は全 くの劣等生ではあったけれど、何
も知 らずひたむきに医学部 に憧 れていたあの頃 が懐 しく
もある。 しか し、 そうい う頃に誰 もが抱 いていたであろ
う思 いこそが、やは り原点 なので はないかと思 う。
一瞬 にす ぎなか ったよ うでもあるが、多くのことがあ
った6年 間。だが、感傷 をもってそれを振 り返 るにはま
だ早 いだろ う。いっかどこかの街で旭川 を想 う時 、この




昭和61年 度本学で開催 された講演会は次の とお りです。
開 催 日 演 題 演 者 担 当講 座 等
.一 一.
6月6日 近視の本態と世界における研究の概要 デ ンマー ク国 オーゼ ンセ大学 眼科学講座
(金) 室任教 授 エル ンス ト ・ゴー ル ドシ ュ ミッ ト
一, 一 一一 一'
9f112H 免疫グロブリン遺伝子発現の制御 九州大学 生体防御医学研究所 病理学第二講座
(金) 教 授 渡 辺 武
10月7日 細胞表面構造と細胞のガン化 京都大学 薬学部 生 化挙第 一・講座
(火 〉 教 授 山 科 郁 男
10月15日 北 海道 におけ るエ キノ コックス包虫症 の疫 北海道立衛生研究所 検査部
(水) 学とその対策 所 長 熊 谷 満
10月21日
」 一
運動時の神経内分泌反応 と糖代謝 ポ ーラ ン ド国 科学 ア カデ ミー医学 セ ンター 生理学第一講座




(木) 教 授 和 田 博
一7『 一 一一 一.
ll月7日 肺のガス交換 と最近の研究 山形大学 医学部 実験実習
(金) 教 授 望 月 政 司 機 器セ ンター
1月zi日
一 一
麻酔 と内分泌、特に神経伝達物質との関連 弘前大学 医学部 麻酔学講座





































11li日r{f[1〔;lfIモFロ ン ノ＼fLデ=式th守f乍 臼fゴ自)
1新 ノ、生lzu名
°1日 初1ノ、生 研 修 第1川
22日 室 、 和 膚力
一)ち 女 デ・'1∠†23名)]
1於 第2.第4.ヒ 、+一
































































第33回,1し 毎道 土li収 ノぐj∠:体育 大 会
cii番 校 帯 広 畜 産 ノぐ拘
[イ〈学 参 加i種 日 」 陸i=1鏡 技e乃 如 ・華 砂 ∫k
野 球 ・圏1吹式 庭 球 〔1ノ}女)・ ハ ス ケ ソ トホ ー ル 〔
ui女)・/、 レ ーr一 ル('J;)・ り一/カ ー ・1;U承
〔男 如 ・バ ト ミ ン トンC乃 女)・ 剣 道 〔り}女 〉・
弓 道(男 女)
〔本 学 参 加1学 生 数}182名
〔h～〈糸直)リ}f・31メ ぐ層rLヰコ19f・闘ノ、、4(f・32メ 〈ド}♪【tgf・ 闘ノ
第29回 外〔日 本 医 科'噛j1ノヒ総 合 体 育 人1:AS'/¥f:
〔主 管 校 独 協 医 科 大学)
t木 学 参 加 種 目 」 陸1=競1芝 〔男 如 ・で隼硬 氏
野 」承 ・硬 式 庭1求 〔男 女)・ 車k式 庭 球(鳴 女 〉 ・
卓.正求(ワ3.女')・ ノくレ ー.お1一 ル(7;)・ ノ{ト ミ ン
ト ン(男 女)・.け..ソ カ ー ・バ ス ケ ノ トポ.一 ル 〔





1日1呆 侵君'詮二tq!・　ご ン タ.・ 戸斤1-flこ ぎ㍉'片ミ教 ヰ受 〔1ii利1医'.」 ∠=`議1チ14毫}
、うボiL!行 き 才した 、、
8日II村1(i⊥f卜1望 糸1']・i「}臼∫覧 〔う奄 イくドi'-ffh・i'卜7}1{:)
9月
311f奉 子f人lfミ・ 〔事f羅.'層 」そ二垂:)
じ層1そfr文・1.手宜:}→1・.ノカ.一 ・ノ{ノくケ ノ ト ・馬尺f云 ・
2,00〔1rnリ レ ー ・つ な ひ き
1有 ㍉己ミ文・1.Fハ:}ソ フ1.・ホ..iL・ バ レ ー.月、.1レ
81111�和61年 度 旭111医 科 大 学 公 開 講 座
　
10月8L」Iw.春 其月∫直二乎幾」
卜 .D1........1　 一「「'{.一 ・…
一
写
公 開 講 座
241[II"利16⊥f卜 巨芝角ぞ【・'引jf乍犀」,霊」=CdLこ♪ご1.二之ゴ貿;.人=1巨1で皐1:射ノ「/;
」藍.式{δ 恐fヰ こf∫演官 ・二窮4.ヒ ミツ.璽 ミ」
30日'』r=1・L;i'.i'<り ・.弍 〔方冬 「』}そ土・乏釜9






31i2711〔4く 』'噛;そ参 刎1看重li}ソ7ヒ.・ ノ、キ
〔ヰぐ層;ご「参 加ド}考生三委{(}111名
27日 ま斤 ノ＼竹モ石斤fl峯 第2[匹lll「






.iI./,7ヤ ー 一孝文室1右 恐 ・1ヒ人こら貯 入1・1.易 タ
16日1溝 β巾4名 厚 ノi.ｺ甫へ卓.委 員 会.委 員1名
参 加 学 生.32名














.冬 手三ノ、ホ ー ツ 人『会 日1催'.≧ 弓、}
ビデ7f卜 匙・土'1'〔}ノ{ノ 、ケ ノ ト ・「.1;』叫】.げ ノ カ ー









rドf各 者 ラご.'～ 〔ぐ㌃季各 者'16名)
IliFI182fFI,乏 加1111L爬 ポ1・人二写そノ＼ド1そ名』.i起f友 芽12二 穴1}式馬灸
/..'t
llFit者'弁 重表 〔rナ督～f粋15〔1名)
ド;そ1、塵ド∴己キ妥 与・∫k〔 δ愁 卸、1/(.最={≦)
ピ.;奇ll":`i己被 キ受'」・1i'lo.名 〉
筋へ～91ロ1卒:写 客言1[、1}N.'<.り・.rk〔 右全f乍f;負 官)
1字 二㌢`'il1:～ ・】名1
げ1.}:イ房 口累 ・ド」1:'1=、i累}
学 生 団 体 覧
昭 和62年3月 現 在

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































.・ ン 研 究









マ チ.・ ア 無 線 部
i羊 思.想 研'.究 含




























































































































































































































































建 部 高 明
































































ラ グ ビ 部
ス7ヲ ノ、呑・斜1≠ノ
押 さ な け れ は 押 さ れ る 、 た た そ れ だ け の こ と じ
1・ご神 経 と 力 を 集 中 さi」 る、 そ の 瞬 間 「
{憂び.〉ケヨ」ノン ト
='-it71、 ノくトを・,r亘1L}二)さ こ〔 ノトニ,L一 タレ
ーN
、 照 明 灯 の 光 と 交 錯L、 や か.こ 闇 の 中 へ 消 え た
ヲク ヒ ーの魅 力 とけ.lr・∫か
その 答 えが 分 か るまで 、梓1円球 を追 い続 け るノニろ.)




遠lll=費 自 己 負ll〔
」 活 動
i
北 海,道 プ ク ヒ フ ソ ト,寸・ ル 選f偉
人 ≦ミ・,∫ ～⊥・三率イ・一ノ シ しニ ー7ノ ト.卜 一9し
妾克手ヒ/..r:、 噛t医f乍 冬 一季=ラ'1ヒ.汗 じf"ユ1
「旭 川 ・・肋 赴 剛 〔ラ 坦 ご一 ハ ト1
1】,一,しIr≦ でhllノ＼
lU
準 硬 式 野 球 部
{未 た 雪 を 項(ノ ぐ1i'連 峰 を遥 か に ㌣1みll・虫 の 」、)に
ツ ラ ン トC:‡ し、`ll㌔寸ーと 了昏♂)空 缶tレ」L一斗こ/札toノト_し ＼.
夏 我 々しり李 節 か や ズぐ ・(る 刺}ミ 体 を 目 前'一(III',か
1i<も 輝 く ↑・…節`ゴ,る 外 野 の 向 二 う を なi'・高 校 生 か 家 路
;二・♪くヒピ{、1k煮 ▼しノ)日帝'ltし、 ♪∫き',形 琶 く
秋 紗 「}層の 降 る頃,玄 ζ臓 々 ・り～占1隙.恥1バ 初 め て の 試
椥 二ll1】か い1:い 夜 力・続(
冬 長1寒 い 冬 か や バ(ζ)と 我 々 ソ砧 動'、1ん ・
/,ン で あ る 恒1列 の ノt・ 合 窺 ・麻}掃 訟 ・合1ン ・忘
鰐 でな とhl}1かIII3追1・ り 手三節 て1,、 主・ゐ
1'』`柔 越 湖 進)
粁 費 活 動→ 一 一
会 費 道 春 李 層 ビ 剖1リ ー7iiiい2位1、:1)
「卜鯛 〔.)メ.)(.)o}【」 地 区 体 巴1・ 賊ll℃1ミ 〕、 ・.校 髪・1抗iiiい
2位1、 東 医 体 〔3回 ・1曳敗 退つ、 秋 す;…ノく
歯1}費 臼 己 て■1担 会1:3「III戦 敗 退}





ス キ 一 部
御 ノ＼「1へりみ な さ,'し、 ノ、りた い γ ソ バ ‡、丸 ま を)、1、Lた か
)(11月1,」、 皆 さh≠ 、拶rprチxnび)irti}♪、 冬G・ 」〈 ζ'jiし」1レニ ノノ『ぐ『
1`す か ら 冬 に`き る 凝 ・一 ノノ・.選 ふ と い)∴1・1レ ・:
こk,.ミ…[iイしり,f!ム ニ.ヒノニと,1【乱⊥し1よ 』a
/キ ー詣 ね 胸1・1ご湿 ノ(・り規 模 ノL・誇 ・Jノ π あ り 、
楽L(家 擁rr・」な'漂 囲 気'ご 各 自 かfl11々IL練1聖a＼}1
イ案11:L欧 、一一 　藍}己 、 イ界EIIrドfl戸i、ダ ン 欧 ノ、-7イ.L二 げ 一
ノ∴ イ7に ち色 々 なで甜 力5 .bな ・域'い 、1.1と)カ ・み な
さ ん ト芝 ス ヤ 部:'「 層～　'椿 出Lζ み ぐ:た さ1.・.そLC厳
Lい 冬 々 、 ス 、 ・L二 勉 強 に妙∫ラ≧1)て け あ りh硫 か!





㌦ 。叫〔医 体 冬}弐 二・忍/一 部 門q・;・{
良1誓D男 吸 総lff冒 ・脇 、1旧r↑ 旧 く
.r;iiil費r1己 て'申1.
一』fFニノ1=入F-」 置 ∫一季霞 〔な'レ「自r貞}i1勇ミ}9f立
1
〔86奮'1(「い 〕、L5N/it ,}亘'1そノ1:!く=ヤー 」呈韮J
権1部 〔小 樽 ノご狗IIll、s'2、 北1勧II亘 ・』～:
生1一 ノ ・ 口rホ17国F男b、 →レ ポ 冒
1ノ 、/-『 、'ノ 噛ノ ン 、 九旦lllノ 、一 ト}一 ノく∫こ
乍 道'噛r『生q・ 日 イ・F』ゴ:生 ス キ ー 胆 盟 、
I
I三.・日 イ以Yj軌!⊥ 加iノ＼






硬 式 庭 球 部
短 い 北 海 道 の 望`を4k隈 に い か す に は 、 や は り ア ニ.λ
1一か な い 姐 大 な ノぐ『li『山 を ハ 汐 に フ し 信'.1るLわ は 最
尚 で あ るLかL.-1一 ノ、し1呪 か;-1・リピ}しや か さ た:現 一〔
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B月 医 人 祭:「 わ:レ:,写i'iy!'
1也 、FI〔工u㌔コノ'1.包1～{1
it
英 会 詣 ク ラ ブ ロ ッ ク 研 究 会
「Polyuria
,poMakisuria,lassitudeを 主 訴 とす る
患 者の 、F13Sが 高f直ゆ え、GTTを 行 ない 、IRIも
1則定 した… …?」
ポ リク リで は、 英単 旛 と略YILLにいっ も悩 ま され て い る
自分 か な さけ ない か 、 それ は私 が1年 生 の時 か らESS
に人部 しなか った か らなの だ,,5年 生 に なっ て、 英譜 の
重 要性 を知 りあわ て て 人部 した時(酒 にっ られた とい う
説 もあ る)に は 、 「デ ル単」 は 、 「愛 国 心」 まで しか知
ら ない し、仮 定 法過 去 な どは 、存 在す ら忘 れ てい た,,
きび しい受験 戦 争 を勝 ち抜 い て来 た君達 よ 、現 在の そ
の 英語 力(偏 差値60以L?)を くさらせ て は も った い な
いぜ,,我 々 には 、 マ ー ク先 生 と い う、ハ ンサ ムで か っ こ
い い先生 が つ いて い る し、 凡単原 のSす ら知 らぬ 先輩 も
待 ってい る.、これ か らの 医 者 は英語 がで きな けれ ば相 手
に されぬ 事 ぐらい … ン ロ ー トしゃあ る まい し。
活動 その もの は 、 ただ 飲 ん で食 べ て るだ け とい う声 も
聞 くが 、身 につ く人 は身 につ くの た,,
6年 後 、旭 医 の ス タ ー とな る為 に 、Let'sdrink!
(文 責 木 村 正一)
我 か ロ ノク研 は 、音 楽 好 きの集 団 で す 。設 備 も整 っ て
お り、専 用 の 練 習場 も あ って好 きな と きに練 習 で き ます。
最 近 は 、RversibleやProjectJな ど、けっこ う知 られ
る バ ン ドも出 て きま した 。活 動 と して は 、学 校 祭 での ラ
イ ブハ ウ ス をは じめ、 自 主 コ ンサ ー トや 、他 の 企画 に参
加 す るな ど、 外 で の活 動 も盛 ん で す 。 大学 に来 て初 め て
楽 器 を握 った よ うな人 で も、 や る気 が あ れ ばr.達 します
し、他 の スポ ー ツ 系 ク ラフ との 両 立 も・r能で すn音 楽 の
好 き な人 な ら、間 遠 い な く楽 しい ク ラブで す,,
(責任 者 近 藤 俊 っ
経 費 活 動 一
会費
月額1,000円
その他 合 宿 費 等
5月 マ チ イMOVEバ ン ド合戦(最 優
秀賞)、6月Sonyオ ー デ ィ シ ョン旭
川地 区 大 会(準 優 勝)、 医大 祭
響 靱
雛 幽 伽 ・_、 樋 麗
…纐 響麟
ギ タ 部
私達 ギ ター部 で は 、週 に1回 合奏 の練 習 を して い ます 。
その練 習 の成 果 の場 と して 、7月 には 教 育 大キ ター部 と
合同演 奏 会 、9月 に は音楽 系3団 体 合 同 の医 大 音楽 の タ
へ の2つ の演 奏 会 か あ り ます,,即 ち、[立 ちた い 人 には
それ な りに 、 そ うで な い人 も それ な り に活 動 で きる部 な
の で す、,また、 コー ルデ ンウ ィー ク ・夏休 み には 部員 の
先 輩後 輩 の交 流 を深 め るた めのノ」・旅 行 な どの リ ク レー シ
ョンも行 な って い ま す 、
(責f壬者 永坂 嘉 章 ♪




演 奏 会費 負担
活 　劇
10月 旭 川 ギ ター フ 」、ス テ ィバ ル
「私 は 、 ほん とうに惨 め な人 間 で す」
冒頭 の 言 葉 は 有名 なパ ウ ロが発 した もの で す,,彼 は 全
知 全能 の 神 の前 で 自分 が どの よ う な人間 で あ る の か を知
って 、 こ うlliいたの で す,,こ 汝 自 身 を知 れ ニ ソ クラテ ス
の ー で すが 、 この 言葉 の 含 蓄 の 深 さには圧 倒 され まり,,
私達 は最 も身近 に存 在 して い る に もか か わ らず 自分 にっ
い て 白分 は何 者 で ある の か、 とれ 程知 って い る で し1=う
カ㌦ ソ クラフ'スの に峯葉iは、「自分 の 無知 を知 れ,、」と言 い換
える事 が 出 来 る と思 わ れ ます 。実 際私達 は 自身 の 事 す ら
もJLに は 知 り得 て い な い、 ちっ ぽ け な存 在で あ るの で
は な いで しr.う か,,今 日 、科学 技 術 は 人開 の持 って い た
限 界 を どん どん 小 さ く してい ます 。 それ に伴 って 今 まで
問題 と な らな か 一1た新 た な倫理 的 問題 が クロ ー ズァ ソフ
されて い ます。脳 死 、臓 器移植 、 人 工授 精 、遺 伝r操 作 、
男 女産 み 分 け等 、 様 々 な困 難.な問題 が提起 され て ます,、
科 学 技 術 は その性 質r必 然 的 に 、 出来 る 事は行 ない 、 そ
れ か成 す へ きか成 さ ざるべ きか と言 う問 い に は答 え る 事
な く突 き進 む事 に な ります,私 達 が 自分 の姿 を知 り、 そ
li
の 限 界 を 認 め る 事 か,こ れ らの 困 難iな 問 題 を 解 決 しC行
く 嘗}噛 堤ヌなcノ)て;aな し、カ・とu、 才一,才tま『tカ・」、カ・カこて=4ノ)・,
〔P,r.}=Yメ(角 銭,=ヴノ.i
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私 達 ノ ラ ス'ズ ン づ ン'ノ ル 部 は 、 部cli9名 余 り の →1_ク
,」 ζ気噛『4、 仁 な ヒr「戸整力と し'C、'噛}ノ=季 交動苓、iしiメ くド1あシ .rイ ン トF
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7月1「 ∫1人」4人 ご層j奇ン ーヨ イ ン ト 」/モ ∫
卜
室 内 D口 奏 団
尺「層j∫::_二入,C静 ノ1評,一ζリジ:楽 請1÷る一∫一;_、1:る ノ＼、 カL一り.(〔レLこ
か で や っ た こ とv)あ る 人 、 ハ リ ハ リ タ}〔け る 人 と い ろ い ろ
な 入、(ノ)殊}よ り(∵-d-、1
ひ と りc」 弾 く と ・)ま ら な い け れ と 、 ふ た り に な る と 俄
窯へ」皇 し㌔h二』ぐ■ぐ(る,な`～la二 、 み/'し なr° サ1「irl1:i、L㌧ ≒・)』二 評・
(・1、f1=・4iJ)発 婆ミをmeけ ξ=}↓.')1二 し て一し】ま.'J'.
大 学 に 人 っ て ハ イ ーイ リ ン を 始 め て 、^ド な、前 に ナ コ イ ネ
ル ワ イセ ン を 弓単 い た 先 呈占 ぞ,い ま4人 に1=,り 歩 み しノ)∫罫 い




紆 費 活 動
鱗 ・レ 以 湘 ∂14肺1歓 ・ ン ・ノ ト、6月1獄 祭 ・




旅 芸 人 ク ラ ブ
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に集 う教室 員は、現在20数 名を数える。安孫子教授 は教
室員.・人 一・人 に細 かい配慮を されて、厳 しいけれど常 に
暖か く指 導されている。本講座の研究テーマ は、昭和49
年の講座 開設以来首尾 ・貫 して、虚血心筋の病態生理 と
それに対する薬物の効 果に焦点がおかれている。市原助
教授 は、虚血心筋における糖代謝の研究から出発 し、心
莇組織のpH変 化、 さらにエ ネルギー代謝へ と研究 を発
展 させた。 また摘出潅流心臓 を用いた心筋保 護の研究 な
ど、非常 に幅広い研究活動 を行 なっている。市原助教授
の実験 に対す る真摯 な態度 は、教室員一 同のみならず、
彼 のもとにその実験テ クニ ックを学ぽ うと集 まった多く
の学内外の研究者 にもまた、 よき模範 となっている。酒
井助手は、虚血心筋 におけるグリコーゲンホスホリラー
ゼ活性の上昇に及ぽす、交感神経系の役割 について解 明
した。酒井助手は昭和60年2月 か ら2年 間、 フランスの
パスッール研究所へ留学 し、つい先頃帰国 したばかりで
ある。フランスで学んで きた アラキ ドン酸代謝産物の定
量法 を、循環器系へ応用 した今後の研究成果が期待 され
る。新潟大学医学部薬理学講座へ転出 した石橋助手は、
安孫子教授のもとで冠血管の拡張因 臼こついて実験 し、




機構生理学研究所で さらに腕 を麿 く。同 じく大学院生の
中村は、心臓 に関する基礎的知識 を勉強中で ある。助手
の橋爪 は虚血心筋の超微形態学的変化 と、筋原線維構造
たんぱ く質の変化につ いて実験 している。(筋 原線維 に
関する研究は本学化学教室の内出教授の指導 によるもの
で ある。)橋 爪は3月 末 より西 ドイツ、バー トナウハイム
のマ ックスプランク研究所の循環器部門 に留学予定で あ
る。本講座で はまた多 くの研究生が、毎 日夕刻か ら精 力
的 に実験 している。彼 らはこれを通称 「夜間部」と呼ん
でいて、 「昼の部」 に勝 るとも劣 らない情熱 をもって実
験 してい る。 このよ うに実験方法は様々であるが、虚 血
心筋の病態生理 について集中的 に実験 しているのが、薬
理 学講座 の特徴 である。我々が心おきなく実験 で きるの
はひとえに、ほとんど全ての実験 に立ち合って助けて下 さ
る技官の横山 さんのおかげで ある。また実験 を手伝 うと
ともに教室の雰囲気 をより明 るくしてい る日野 さん、 な
らびに煩雑 な事務 を一手に引 き受けてい る西館 さんに教
室員一同深 く感謝 してい る。薬理学講座 は、安孫子教授
の統率のもとに、実験 す る時は厳 しいけれど、成 果が得
られた時 は皆で酒 を酌み交わ し、喜びを分 かち合尋る教
室 である。
(薬理学講座 助手)
12月15日(月)・16日(火)の 両 日、北 大 雪 ス キ ー場(紋 別 郡
白滝 村)に おい て 、 スキ ー教 室 が実 施 され 、第1学 年 か
ら第5学 年 まで男r23名 、女!-9名 、 計32名 の学 生 が参
加 した。
第1日 目は9時 に医 大 を出 発 し、11時 過 ぎに宿泊 施 設
で あ る 白滝 観光 温 泉 に到着 し、 オ リエ ンテ ー シ ョ ン、 昼
食 の後 、直 ちに スキ ー場 に向 い、 講 習 を行 った。
夜 に は、 懇親 会 を兼 ね た 夕食 会 が 開 かれ 、夜 の 深 ま り
と共 に 、親 密 の度 合 も深 ま って い っ た。
明 け て第2日 目。 眼 い 目 を こす りな が ら朝 食 を食 ぺ 、
スキ ー場 に向 え ば、 身 も心 も引 き しま り、 力 い っぱ い講
習 が行 われ た。
昼 食 を食 ぺ 、午 後2時 に スキ ー場 を発 ち、帰 路 にっ い
た。
有 意 義 に して楽 しい2日 間 で あ っ た。
来 年 度 も 、学 生 諸君 の 参 加 を待 っ て い ます。
(学 生 課)
、醐 複 ・⊆。
』畔 ∵'・ 蝋:;費 「
学生証の更新及び査証について
学生証 は、毎年の査証 と3年 毎の更新 が必要 です。
62年度 も4月1日(水)か ら次 により行 うので、忘れずに
手続 きを行 うこと。
○昭和59年 度及 び昭和56年 度以前入学 者
更新 が必要なので、学生課学生係 で旧学生証 と引 き換
えに、新学生 証を受 け取 ること(ま だ、新学生証用写 真
を提出 していない学生は、至急提出すること)。
○昭和57・58・60・61年 度入学 者









学生課では、学生靖君の課外活動 を側面 から援助す る
ため、各種の課外活動物品の貸出 しを行 ってい るが、返
却 口が過 ぎて も返却 しない学生が跡 を絶 たず、他学生 に
迷惑をかけているのが実状であ る。
借用にあたっては 「課外活動用具貸出要項」を遵守 し、
返却 日が来た ら、早急に返却す ること。
返却 日を過 ぎて も返却 がない場合は、新た に物品借 用
の申 し出 があっても、貸出停止 とするので、注意 すること。
蟻灘獅鎚 緬贈 鵜繊纈 ㈱ 麟撫難慧讃
学生団体 、個人 を問 わず、学生諸君が学外で活動する
場 合(試 合、練習、登山、合宿 、旅行等)に は、緊急連
絡、事故時の救援 などに必要 となるので、必ず3日 前 ま
でに行動計画書を提出す ること。
特 にクラブ活動の場合、行動 計画轡の提出 なく事故に
会 った場合、傷害保険請求の際 不利 となることがあるの
で、十分注意す ること。
襯燃XXX?<XIXXSXSXXSXXXXXXSXXSXXXSXXXXXXXSX燃 襯襯襯
例年の ことながら、今年 もまた、旭川市 における最大
のイベ ン ト 「国際パーサー大会」の開催 日が近付 いて き
た。最近 は、当旭川市のみならず 、全国 の各市町村 にお
いて、大小 さまざまのイベ ン トが毎 日のよ うに行 われて
いる。北海道で は 「札幌市の雪 まつ り」 が国際的 にも有
名であるが、 とくに去年は本道 において、全国的 に話題
を呼んだ新 イベ ン トが幾っ か行 われた。「'86さっぽろ花
と緑の博覧会」(札 幌市)、 「北海道21世 紀博覧会」(岩
見沢市)も そのひとつであるが、なかでも異色 のイベ ン
トとして世 人の関心を集 めたのは、周知の 「北 前船大回
航」で あった。
ところで、昭和60年 春 に、自治省が財団法人地域活性
化 センター と共同で行 った 「全国 イベ ン ト調査Jに よる
と、60年9月 から61年8月 末 日まで に開催 され る地域イ
ベ ントは、2,000余件で、 しかもその中には、新規 イベ ン
トが353件(前 記北海道分 をも含 む)を 数 えると報告 さ
れていた。1年 は365日 で あるから、単純 に計算 して、
だいたい1日 に1件 の割で新規 イベ ン トが行われた勘定
になる。あ る人は このよ うな最近の動向 を称 して、 「日
本列島 イベ ン ト時代 」 と呼んだが、それもむべなるかな
と思 う。
では、このよ うな地域 イベ ン トを実施 する目的 はどこ
にあるので あろ うか。 ここかしこで実施 されているイベ
ントを一覧すると.ま ず第1に 地域住民の運帯感の醸成 、
第2に 地域 イメージの向上、第3に コ ミュニテ ィの形成、
第4に 郷土意識 の高揚、第5に 産業の振典 など、 さまざ
まなもの を意図 して行 われているようである。 しかし窮
極的 なねらいは、それ らの イベ ントを通 して、地域の振
興 あるいは活性化 をはかることにあるよ うである。
今日的形態の イベ ン トの沿革は、昭利50年 代 に 「地方
の時代」が叫ばれ、地域振興や活性化の契機 として、地
域 イベ ン トが極めて有効であ ると認め られてか らの こと
とされて いる。特 にイベ ントブームに火 をっ けたのは、
昭和56年 の 「神戸ポー トピァ」 だといわれている。 これ
は周知の ように、当初 は観客数 を250万 人程度 と想定 し
ていたが、実際 には1,610万 人の観客 を動員 し、65億円
の黒字 を出 したのである。株式 会社三菱総研の報告によ
ると、内外の総生産誘発効果は、優 に2兆 円 にのぼると
されてい る。
今Rの イベ ントブームは、 このよ うに、イベ ントその
ものが地域振興への新 たな起爆剤 として位置づけられ、
そ して その効果的 な活用 が、地 方公共団体の新 たな地域
政策の1つ と考 えられるに至っているか らであると思わ
れ る。 しかし私 は、単 に表面的結 果(金 銭面や観客数)
のみで イベ ン トの成否 を判断 してはならない と思 う。
地場産業のとめ どない衰退 と、その解決 にメ ドさえた
た ない多くの過疎進行町村 にとって、同類のマチ江差町
が試みた 「北前船大回航」の イベ ントは、町づ くりと地
域 活性化 に対す る1つ の手本 として、大 きな励みになっ
た もの と思 う。 しかしこの イベ ン トが残 した ものは、単
にそれだ けではないよ うな気がする。
じつは このイベ ン トの起動点 をさぐっていくと、一人
の青年の アイデァに突 き当るのである。この奇抜で大胆
なアイデアが、大 イベ ントとして多くの観客 をひきつけ
るまで には、d`年 た ちの強い結束 と努力のあったことを
忘れてならない し、またそれを抜 きにして、このイベ ント
は語 り得 ないので ある。彼等は青年らしい熱情 をフルに
燃焼 させて、多 くの カベ を突 き破 り、あの大 イベ ントを
成功 させたので ある。私 はその意味で、彼等脊年たちの、
未 知に挑む冒険心 と積極進取 の気性 こそが、大イベ ン ト
「北前船大回航」 が残 した最大の遺産であり、かっ教訓
であるような気が してならないのである。い まイベ ン ト
が盛んで ある。 われわれは表面 の華やか さや規模の大 き
さに関心 を梯 うだ けで はなく、その背後 にかくれている
あ る 「もの」 に対 しても、止 しい評価を与えるものでな
ければならないと考える。(社 会学 教授)
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